






A Study on the Di:rection of Physical Education 
Activities for the U niversity. 
An Analysis on the Difference Between the Attitudes of High Motor目
Ability Students and Low Motor-Ability Students Towards Physical 
Education Activities.一 (Part2) 
Hisanori KAJIRO 
In the first paper (part 1)， we tried to mak巴theteaching method in which both high motor 
ability students and low-ability students take more positively part in the Physical edcation 
activities class 
























































図 1 個人別シュート数の分布 (A学級) 注)A班~C班女子・ D班~F班男子
「 lB到f C到I後半 40 前半4勝 3敗。分 0-6-1 6-0-1 8 後半0勝4敗4分 3-4-1 5-0-3 
試d仁k3 30 


















10 20 30問 10 20 30凶 10 20 30回 10 20 30[1'1 10 20 301w] 10 20 30 40]"] 
図2 個人別シュート数の分布 (B学級)
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図3 個人別シュート数の分布 (C学級)
回 A班(女子) B班(女子)
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図 5 シュート数とシュート成功数の分布 (B学級)
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A学級では， A班， BJjf， C班， D班の 4つであり，図
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表 1(イ) 態度測定の結果 (A学級)男子
技能上位者 技能下位者
( 12名) ( 12名)
項 目 点 診断 項 自
缶
診断
調査人員 (n) (0一X)/ n (0一X)/ n 
学期はじめ 人 学期 学 変 学期 変 学 学期 学 変 高変 学
学期末 人
』ま 期
化②るlま 期 lま 期 化② は 期じ じ じ る じめ① 末② め イ巴 末 め① 末② め 化 末
1 こころよい興奮 0.75 0.92 0.17 。F 。0.50 0.83 0.33 F 。
2 心身の緊張ほぐす 0.92 0.92 0.00 。 。0.92 0.83 -0.09 。 。
よ 3 生活のうるおい 0.58 0.83 0.25 。F 。0.67 0.58 -0.09 。 。
4 苦しみより喜び 0.92 0.67 -0.25 。 。0.75 0.83 0.08 。 。
ろ 5 集団活動の楽しみ 0.75 0.75 0.00 。 。0.67 0.67 0.00 。 。
6 友だちを作る場 0.42 0.67 0.25 。戸 。0.17 0.42 0.25 F 。
こ 7 積極的活動意欲 0.75 0.42 -0.33 。 。0.50 0.42 -0.08 。 。
8 自主的思考と活動 0.50 0.00 -0.50 。、 -0.08 0.17 0.25 。
び 9 体育科目の価値 0.67 0.75 0.08 。F 。0.50 0.75 0.25 。F 。
10 授業時間数 0.83 0.92 0.09 。 。0.67 1.00 0.33 。戸 。
態度スコ ア 7.08 6.83 -0.25 A 4 A 5.25 6.50 1.25 B 4 A 
11 キピキビした動き 0.42 0.58 0.16 。戸 。0.25 0.33 0.08 
12 体力っくり 0.50 0.58 0.08 0.25 0.25 0.00 
13 明朗活発な性格 -0.25 0.17 0.42 × F 0.33 0.33 0.00 。 。
評
14 精神力の養成 0.00 0.08 0.08 0.00 0.25 0.25 F 。
15 堂々がんばる習慣 -0.17 0.25 0.42 × 戸 。0.00 0.25 0.25 F 。
16 協力の習慣 0.33 0.50 0.17 。0.17 0.33 0.16 
17 基本的理論の学習 0.17 0.08 -0.09 0.17 0.08 -0.09 
18 深い感動 0.08 0.17 0.09 。 。-0.08 0.17 0.25 P 。
価
授業のまとまり19 0.00 0~25 0.25 戸 。-0.17 0.42 0.59 × F 。
20 授業の印象 0.00 0.25 0.25 F 。-0.17 -0.08 0.09 × 
態度スコ ア 1.08 2.92 1.84 C 5 A 0.75 2.33 1.58 C 4 B 
21 チームワーク発展 0.58 0.25 -0.33 。 0.25 0.50 0.25 F 。
22 みんなの活動 0.25 0.25 0.00 0.00 0.17 0.17 × × 
23 みんなの喜ぴ 0.25 0.42 0.17 。0.17 0.58 0.41 F 。
価
24 利己主義の抑制 0.17 0.42 0.25 × F 0.50 0.58 0.08 
25 永続的な仲間 0.25 0.42 0.17 /' 。0.17 0.33 0.16 
26 主体的人間の育成 0.67 0.67 0.00 0.75 0.67 -0.08 。
27 理論と実践の統一 -0.08 -0.08 0.00 × × -0.17 0.17 0.34 × 
28 授業のねらい 0.08 0.58 0.50 × F 。0.08 0.33 0.25 × F 
値
29 教師の存在価値 0.17 0.75 0.58 戸 。0.25 0.00 -0.25 、冶 × 
30 体育科目の必要性 0.25 0.92 0.67 F 。0.00 0.42 0.42 × 
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図8(口) A学級に対する諸調査の結果(女子)
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表 1(ロ) 態度測定の結果 (A学級)女子
技能上位者 技能下位者
( 12名) ( 12名)
項 白 占 診断 項 日
占
診断
調査人員 (n) (O-x) / n (0一X)/ n 
学期はじめ 人 高 学 変 学期 6司Zくι ヲ品乙 首 すA主4ー与 変 高変 学
学期末 人 l土 期 化①る
は 期 iま 期
化る② 
lま 期
じ じ じ じ
め① 末② め 化 末 め① 末② め 化 末
1 こころよい興奮 0.67 l.00 0.33 。F 。。.67 0.92 0.25 。ノヌ 。
2 心身の緊張ほぐす l.00 0.75 -0.25 。 。0.58 0.83 0.25 ノ 。
よ 3 生活のうるおい 0.42 0.42 0.00 0.67 0.67 0.00 。 。
4 苦しみより喜び 。.92 l.00 0.08 。戸 。0.58 。.75 0.17 /ガ 。
ろ 5 集団活動の楽しみ 0.58 0.92 0.34 。戸 。0.83 l.00 0.17 。ノ 。
6 友だちを作る場 。.33 0.42 0.09 。0.33 0.58 0.25 ノヌ 。
こ 7 積般的活動意欲 -0.08 0.17 0.25 × 0.25 0.50 0.25 /ヌ 。
8 自主的思考と活動 -0.25 。.33 0.58 × 。0.25 0.67 0.92 × 7' 。
び 9 体育科目の価値 0.50 0.50 0.00 。 。0.33 o 50 0.17 。
10 授業時間数 0.50 0.25 -0.25 。¥当 0.42 0.75 0.33 7' 。
態度ス コ ア 4.58 5.75 l.17 B 4 A 4.50 7.17 2.67 B 5 A 
11 キピキピした動き 0.17 0.25 0.08 0.17 0.58 0.41 7' 。
12 体力っくり 0.58 0.42 -0.16 0.17 0.58 0.41 × /ガ
13 
評
明朗活発な性格 0.08 0.00 0.08 × 0.00 0.33 0.33 × 7' 。
14 精神力の養成 0.00 0.08 0.08 0.08 0.25 0.17 メ 。
15 堂々がんばる習慣 -0.17 0.08 0.09 × 0.08 0.33 0.25 F 。
16 協力の習慣 0.42 0.67 0.25 7' 。。.67 0.83 0.16 。戸 。
17 基本的理論の学習 0.25 。.25 0.00 × × -0.08 0.17 0.25 メ
18 深い感動 -0.08 0.25 0.33 ノ 。0.08 0.17 0.25 ノ 。
価
授業のまとまり19 0.08 0.33 0.25 ノ 。0.25 0.67 0.42 。F 。
20 授業の印象 0.00 0.17 0.17 。0.50 0.33 -0.17 。 。
態度スコ ア 0.83 l.67 0.84 D 4 C l. 75 4.25 2.50 C 5 A 
21 チームワーク発展 。.50 0.67 0.17 。/ヌ 。0.58 0.67 0.09 。/ヌ 。
22 みんなの活動 0.75 0.67 0.08 。 。0.25 0.58 0.33 ノ 。
23 
{面
みんなの喜び 0.33 0.67 0.34 7' 。0.00 0.50 0.50 × 7' 。
24 利己主義の抑制 0.92 0.92 0.00 。 。0.50 0.67 0.17 ノヌ 。
25 永続的な仲間 0.58 0.42 0.16 。 。。.25 0.17 0.42 × 
26 主体的人聞の育成 0.83 0.92 0.09 。メ 。0.50 0.75 。司25 ノ 。
27 理論と実践の統一 0.08 0.00 0.08 × 0.25 0.33 0.08 
28 授業のねらい 0.75 0.92 0.17 。ノ 。0.25 。.58 0.33 ノ 。
29 教師の存在価値 l.00 0.58 0.42 。¥冶 。0.33 0.58 0.25 ノ 。
30 体育科目の必要性 0.75 0.50 0.25 。 。0.33 。.42 0.09 





( 20名) ( 19名)
項 目 占 診断 項 目
占
診断
調査人員 (n) (O-x) / n (o-X) / n 
学期はじめ 人 学期
μ"Fー 変 学期 変
弓叫三
学期
寸み斗tー， 万~ぇ 高 変 学
学期末 人
lま 期
化②るは 期 lま 期 化② lま 期じ じ じ る じめ① 末② め 化 末 め① 末② め 化 末
1 乙ころよい興奮 0.50 0.75 0.25 。7' 。 0.16 0.37 0.21 
2 心身の緊張ほぐす 。司90 0.65 0.25 。 0.63 0.37 。目26 ¥込 × 
よ 3 生活のうるおい 。.55 0.70 0.15 。戸 。 0.32 0.26 -0.06 
4 苦しみより喜び 0.95 0.95 0.00 。 。 0.58 0.58 0.00 
ろ 5 集団活動の楽しみ 0.80 。司80 0.00 。F 。 0.42 0.63 0.21 戸 。
6 友だちを作る場 0.50 0.35 0.15 。 0.37 0.47 0.10 。
乙 7 積極的活動意欲 0.25 。.50 0.25 メ 。 0.16 0.05 -0.11 
8 自主的思考と活動 0.15 。.30 0.15 。 。 0.05 0.00 -0.05 
eF 9 体育科目の価値 0.60 0.60 。.00。 。 0.37 。司47 0.10 。
10 授業時間数 0.55 0.65 0.10 。 。 0.47 0.26 -0.21 。¥当
態度ス コ ア 5.75 6.25 0.50 A 4 A 3.53 3.47 -0.06 C 3 C 
11 キビキピした動き 0.10 0.30 0.20 0.05 0.21 0.26 × 
12 体力っくり 0.15 0.35 0.20 × /ヌ 一0.11 0.16 0.27 × × 
13 明朗活発な性格 0.40 0.35 0.05 。 。 0.05 0.05 0.00 × × 
百平
14 精神力の養成 0.15 。.20 一O司05 -0.21 -0.16 0.05 
15 堂々がんばる習慣 0.15 0.05 0.10 × -0.21 -0.11 0.10 × × 
16 協力の習慣 0.20 0.35 。.15 0.21 0.21 。.00
17 基本的理論の学習 -0.40 -0.40 0.00 × × 0.16 0.05 0.11 × 
18 深い感動 0.25 0.00 0.25 。 0.42 0.05 0.37 × 
{面
19 授業のまとまり 0.40 0.35 0.05 。 。 0.00 0.26 0.26 /ヌ 。|
20 授業の印象 0.25 0.40 0.15 。/ヌ 。-0.16 -0.05 0.11 × 
態度スコ ア 0.55 1.45 0.90 C 4 B 1.16 0.37 1.53 D 4 B 
21 チームワーク発展 0.40 0.50 0.10 。。.32 0.21 -0.11 
22 みんなの活動 0.25 0.55 0.30 ノ 。 0.11 0.16 0.05 × × 
価
23 みんなの喜び 0.60 0.55 0.05 。 。 0.37 0.26 -0.11 。
24 利己主義の抑制 0.65 0.55 0.10 。 0.63 0.26 -0.37 ¥当 × 
25 永続的な仲間 0.70 0.75 。.05。/ガ 。 0.21 。.32 0.11 
26 主体的人間の育成 0.90 1.00 。.10。戸 。 0.68 0.58 -0.10 
27 理論と実践の統一 0.15 0.00 -0.15 × 0.05 。.11 -0.16 ¥道 × 
28 授業のねらい 0.25 0.45 0.20 メ 0.42 0.26 -0.16 
{直
29 教師の存在価値 0.10 0.40 0.30 × 0.32 0.21 0.11 
30 体育科目の必要性 0.55 0.55 0.00 。 。0.32 0.21 -0.11 


































































































































































































( 16名) ( 16名)
項 目 占 診断
l員 目 Lt:i 
診断
調査人員 (n) (O-x) / n (0一X)/ n 
学期はじめ 人
ρ期r ム4 学 三刷又、 学期 変 学 百 学 変 高& 、 企二斗f:ら
学 期末 人
l土 期
化②るlま 期 b主 期 化②るlま 期じ じ じ じ
め① 末② め 化 末 め① 末② め 化 末
1 こころよい興奮 0.50 0.75 0.25 。/ヌ 。0.00 0.13 0.13 × × 
2 心身の緊張ほぐす 0.69 0.75 0.06 。0.31 0.56 0.25 >< 、
よ 3 生活のうるおい 0.56 0.88 0.32 。ノ 。0.25 0.31 0.06 
4 苦しみより喜び 0.63 0.50 0.13 0.19 0.25 0.06 × × 
ろ 5 集団活動の楽しみ 0.81 0.94 0.13 。/ヌ 。0.50 0.56 0.06 。 。
6 友だちを作る場 0.38 0.81 0.43 /万 。0.38 0.38 0.00 
こ 7 積極的活動意欲 0.31 0.38 0.07 。 。-0.06 -0.06 。.00 × × 
8 自主的思考と活動 0.19 0.44 0.25 。)' 。0.31 0.31 0.00 × × 
び 9 体育科目の価値 0.75 0.94 0.19 。)' 。0.00 0.31 0.31 × 戸
10 授業時間数 0.75 0.63 0.12 。 。0.31 0.25 0.06 
態度ス コ ア 5.56 7.00 1.44 B 5 A 1.56 2.38 0.82 D 3 DI 
11 キビキビした動き 0.13 0.19 0.06 0.13 0.06 -0.07 × 
12 体力っくり 0.31 0.25 -0.06 0.19 0.38 0.19 × 
13 
百平
明朗活発な性格 0.19 0.44 0.25 )' 。0.06 0.13 0.07 
14 精神力の養成 0.38 0.19 0.57 × )' 。0.06 0.13 0.07 
15 堂々がんばる習慣 -0.38 0.25 0.63 × /方 。0.25 0.06 0.19 × 
16 協力の習慣 0.44 0.56 0.12 。 0.06 0.25 0.19 × 
17 基本的理論の学習 0.19 0.19 0.00 -0.25 0.31 。‘06 >ノ¥ × 
18 深い感動 0.25 0.25 0.50 )' 。0.06 0.31 -0.25 ¥冶 × 
{面
授業のまとまり19 0.44 0.56 0.12 。戸 。-0.13 -0.19 0.06 × × 
20 授業の印象 0.19 0.50 0.31 。)' 。0.19 0.06 -0.25 。
態度スコ ア 0.88 3.38 2.50 C 5 A 0.13 -0.25 0.12 C 3 C 
21 チームワーク発展 0.25 0.25 0.00 0.44 0.19 0.25 
22 みんなの活動 0.00 0.31 0.31 × ノガ 0.13 0.06 -0.19 × × 
23 
価
みんなの喜び 0.25 0.38 0.13 。-0司25 0.19 0.44 × ノ
24 利己主義の抑制 0.69 0.44 0.25 。 0.19 0.44 0.25 × )' 
25 永続的な仲間 0.69 0.69 0.00 。 。0.69 0.50 -0.19 。 。
26 主体的人間の育成 0.75 0.81 0.06 。/ヌ 。0.63 0.88 。ゐ25 )' 。
27 理論と実践の統一 0.25 0.50 0.25 ノヌ 。0.19 0.19 0.00 
28 授業のねらい 0.50 0.50 0.00 。 。0.69 0.38 0.31 。
t自
29 教師の存在価帥 0.38 0.38 0.00 0.25 0.13 0.12 × 
30 体育科目の必要性 0.13 0.69 0.56 × 戸 。0.06 0.44 0.38 × 



























13 i明朗活発な性格j，15 i堂々がんばる習慣j，24 i利
己主義の抑制」も低く，一方下位者では19i授業のまと
















































4 i授業中にうれしかったことがあったかj， 5 iつまら
なかったことがあったかj，6 iアア， ワカツタ，アア，
ソウカ」などの間に対する回答は，技能上位者と下位者
とに全くといってよいほど差がみられなかった。次にC
学級の図11を見ると，技能上位者の「よろこびji評価j
「価値」とも 1学期間の授業によって伸びを示した。し
かし，下位者は， 1学期間の授業によっても横ばL、に終
っTこ。
この授業においても，技能下位者に留意すべき問題点
があったのではないかと思う。
学期始めの調査では表 3Iこ見るように15i堂々がんば
る習慣j，22 iみんなの活動j，30 i体育科目の必要性J
のスコアが技能上位者だけでなく，下位者もまた低く，
上位者では14i精神力の養成」も低く，一方下位者では
30項の内， 15項目のスコアが低い。しかしこの傾向は，
この体育の授業の中では，技能上位者は完全にぬぐし、さ
られたが，下位者ではぬぐいさられたとはいえず，それ
は学期末に行った諸調査からも知ることが出来る。
大学の体育実技の指導に関する研究 47 
図12を見るとわかるように技能上位者と下位者との聞
にかなり大きな差があることがわかると思う。
図12の(1)I技術の修得が出来たか」の回答に対して，
技能上位者は，出来なかったと答えた者13%に対して，
下位者では44%と多く見られた。内容を見ると「技術的
練習が少ないH時間が少ないJI素質がないH個人的指
導がほとんどないJなどとなっている。
(2) I精一杯運動することができたか」では，技能上位
者の100%ができたと回答しているのに対して，下位者は
50%と低く，内容を見ると「技術不足JI技術の違い」な
どである。
(3) Iのびのびと活動することがで、きたか」の回答に対
して，技能上位者と下位者に差が見られなかった。
(4) I授業中うれしかったことがあったか」では，技能
上位者では75%.又下位者では56%の者が，授業中うれ
しかったことがあると回答しており，内容では「シュー
トが決まった時」が最も多く，次いで「試合に勝った時」
「友人が出来たJI技術の向上Jがあったなどを理由とし
ている。
(5) I授業中つまらなかったことがあったか」では，上
位者の31%の者があったと回答し，内容を見ると「試合
に負けた時JI反則を審判」が取ってくれなかった。下位
者では50%の者があったとし.1シュートが決まらなかっ
た時J次いて「男子チームに1勝もできなかった」など
を理由としている。
(6)では，技能上位者の38%が，下位者の50%の者が「ア
ア， ワカツタ，アア， ソウカ」と回答し，内容では「ノレ
ールがわかったJI体力の大事さJIチームプレーの大切
さJIパスの廻し方」などを理由としている。
今まで見てきたように. 2年生では，皆シュートをと
いうねらいが，かなり達成されたと思う。それは態度測
定の結果の技能上位者，下位者についての考察からもい
えると思う。 2年生ぐらいになると，教師の授業におけ
るねらいとしている点について理解度が生まれてくるの
ではないだろうか。
それに対して 1年次の前期の学生では，高校時代の
授業の延長というイメージがぬけきらず，私のねらいと
する点がよく理解できなかったので、はないかと思う。
しかし. 1年生とし、L、ながら大学生であるので，私の
授業のねらいとする点を理解してもらえなかったのは，
私の指導の面で問題があったのではなかろうか。今後授
業のねらいをよく理解させるよう努力していきたいと考
えている。
(受理昭和57年 1月16日〕
